
 

 

 

 

 

９月８日(木)に高針台中学校で開催された実践研究部会での内容を紹介します。 

今回の参加者のみなさん 

 

 

 

 

 

 

 

 

秋の公開授業について 

 

 

 

 高針台中学校の矢野貴裕先生より、秋の公開授業に向けての提案

をしていただきました。今回は，高針台中学校の理科室をお借りし

て，単元の流れを確認した後，公開授業で行う予定の実験を参加し

たみなさんで実際にやってみました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「炭素棒と５種類の金属の電池の製
作」→「マイクロスケール実験でイオ
ン化傾向」→「ボルタ電池製作」の流
れに飛躍はないか？ 

「炭素棒と 5 種類の金属板」の後に，「２

種類の金属を比較したときにどちらがイ

オンになりやすいか」という内容を扱うと

ボルタ電池の理解につながるのではない

か。 

 

２学期が始まって慌ただしい中だっ

たとは思いますが，ご参加いただき

ありがとうございました。 

単元を通して考えていく課題として
『チャレンジ課題』を設定 

備長炭電池はモーターを回せるが，電子

オルゴールはうまく鳴らせないという事象

を提示することで，備長炭電池より性能の

良い電池をつくりたいという動機付けを行

ってはどうか。 

課題のゴールがオルゴールを鳴らすこと

になっているため，電池の自作が目的とな

るように変更してはどうか。 
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【単元の流れについて】 

 



 【今後の課題】 

 ○変化させることができる条件が多いため，生徒が条件制御をできるように配慮する必要がある。 

 ○起電力の差は「数値」のため分かりやすいが，最終的にチャレンジ課題へつなげていく必要がある。 

 ○生徒が無理なく，主体的に課題(仮説)を設定できるようにするためのプロセスを検討する必要がある。 

○条件を変える際のゲル状溶液の処理を安全にできるように工夫する必要がある。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 今回の授業で使用する予定のダニエル電池は，溶液をゲル

状にすることで，隔膜(半透膜や素焼き板)を使わなくてもよ

いように工夫されたものです(右図)。 

 

 

 

 

 

 

予想される生徒の考えを基に３つの「実験課題」を設定し，実際に実験を行ってみました。 

 

 

 

 

 

 

 

課題①：電圧の大きさは、電極として使う金属のイオン化傾向の大きさで変わるのだろうか。 

課題②：電圧の大きさは、電極として使う金属の面積の大きさで変わるのだろうか。 

課題③：電圧の大きさは、電解質水溶液の濃度を濃くすればするほど大きくなるのだろうか。 
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NaCl 水溶液などをしみこ

ませたキッチンペーパー 

様々な組み合わせを簡易

的に調べるため、このよ

うにテスターで起電力を

確認する方法もある。 

本時につなげるためにはその前の仮
説を立てる場面が重要 

この方法の利点は… 

①少量の溶液で実験ができる  ②隔膜を使用しないため操作が簡易  

③条件を変えて実験をしやすい 

・金属板(テープ)：Ｃｕ・Ｚｎ・Ｍｇ 

・様々な濃度の水溶液(ゲル状) 

 →簡易テスターを使って起電力を調べる。 

【公開授業（本時の指導）について】 

 

☆隔膜で仕切る必要がないように，水溶液にとろみ剤を混

ぜてゲル状にする。 

☆金属板の代わりに銅や亜鉛のテープを使用する。 

ケニスHPより 

課題① Ｃｕ-Ｚｎの組み合わせより，Ｃｕ-Ｍｇの方が起電力は大きくなる 

課題② 金属板の面積を大きくしても，起電力には大きな変化はない 

課題③ ―極となる金属板の方の溶液について，より薄くなる方が起電力

は大きくなる 


